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「ゆめ・にっしん」は、平成 
18年2月創刊。「日日に新た 
に」ゆめある日新まちづくりの 
一翼を担い、地区文化の向上を 
願って今日に至っている。

ハツ島白山神社 奉賛会長 
高橋定信さん(67)大宮5
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一底喰川ウォーク・底喰川源流を訪ねて1一

底喰川の生い立ちは「弥生時代に自然発生」、とドラゴンリバー 
交流会事務局長の木幡雅好さんは最初の館内研修で説かれた。弥生 時代(紀元前3世紀〜3世紀ごろ)に日本の稲作農業は始まった。( 
稲作には水は絶対に必要であり、また使った水が不要になれば捨て! 
なければならない。この用をなしたのが底喰川であると。ひとりでI 
にできた・自然発生の灌漑、排水用の川であったろう、と説かれた。! がしかし、その底喰川はどこから流れているのか?芝原用水からだ【 
ろうか?九頭定川だろうか?市内の中心部を流れてきているとい| 
う二とだけは分かっているが、どこをどのように流れてきているの! 
かはあまり知られていない。多くの方々に知っていただくには自分の身体で、自分の目で確かI 
めて幻らうのが最法である。日新公民館から底喰川に沿って歩こ: 
う,,底喰:川ウォークしよう。そして底喰川の「おおもと」を知ろうI 
と, ーーー反 (西)

「ゆめにつしん20号」発刊記念として、11月26日広報部会では、ゆめにつしんの レベルアップと地域団体の情報発信の向上を願って、福井新聞社・政治部長森瀬明氏 
(乾徳4在住)による『伝えるチカラ』と題したご講演をいただきました。
共同通信社に出向されていた頃に番記者として、安倍元総理あるいは野党の大物代議 
士などに張り付いていたときのお話や、今年3月の東日本大震災においては「伝える」 
という原点が問われたこと、全ての機材が使えなくなってしまった石巻の「日々(ひぴ) 
新聞」は、手書きによる壁新聞で地域の人々に情報を提供し「紙の存在価値」が見直さ 
れたことなど・・・。日頃の私たちには見過ごされてしまうような話を時問いっぱい盛 り沢山に聞かせていただきました。
最後に地域の事を伝えるチカラ、即ち地域のチカラ(宝)を掘り起こすという点では 

ニコミも同じですと結ばれました。このお言葉に、勇気100倍!「鳥 
の目(中央目線)、虫の目(地域目線)」で、身近な地元のニュース、情報を届けなけれ 
ば・・・、紙とペンさえあれば伝わる!と心改まる思いでした。
今回参加いただいたのは、日新地区内の各種団体の広報関係に携わる方々でしたが、 

それぞれ今後の活動の糧にしていただけたことと思います。ご参加有難うございました。
(参加者43名) ・ (村上)
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ハツ島白山神社では、拝殿に掲げられている大注連縄(おおしめなわ)を、 
年末毎に新しいものに取り替えています。
今年も注連縄作りは、氏子2 〇名が参加して行われました。
高橋さんの話によると、最近では、機械刈りや品種改良で稲の長さが短く 

なり、丈の長い兼を求めて、古代米を栽培しているなど苦労も多いという。 
注連縄の中でも、拝殿に掲げる大注連縄作りは、数人が役割を分担し、心を 
一つにして編んでいく。注連縄作りでは一番難しく、 
高橋さんの指導にも一段と力が入る。
作業開始後1時間余り、直径約2 0 〇〇、長さ約3 111 

の立派な大注連縄が出来上がりました。質感、素朴さ、 絢(な)われた美しさ、力強さはまさに民芸作品そのもの。
しかし、一方では、指導者の高齢化も"-"〇

「自分も先盜から教わったもので、この伝統文化の火 
を消さないよう次の世代に引き継ぐことが私逮世代の 
責務だと思っています。」高橋さんの言葉には伝統 
文化継承への強い思いがにじんでいました。
※屹月4日、注連縄作りと「どんど焼き」の飾り 

つけ作業の現場を広報部員3名が取材させていただ 
きました。 (友田)
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いくつもの目で育つ子ども 

アみんなが自分のことを気にか 

けてくれる、自分のことを大事にー 

してくれている…
、こういう愛惜 

を中学生がいつも感じているこ 

とはとても̂
要です。思春期を上 

手に通り越せるかどうかは、この 

愛帽の有無にかかわっています。
ー 

V
本校は、9
月から校舎内に? 

丁入室を新設して本校の2
年生 

の保護者のウェルカムサロンと 

し、ここを拠点に学校を關放し、 

生徒の様子を常時見てもらうよ 

うにしました。1
年生ではミニ複 

数担任制をとり、教貝の多様な目 

で生徒迷の良いところを伸ばす 

ことにしました。V
地城の子ども 

は地城で育ちます。沢山の目が注 

がれてこそ社会と繫がる自分を 

意'
11^
し、人格が創られていきま 

す。そう・百う意味で、地城のみな 

さんには学校へ生徒の様やを見 

に来ていただきたいと思います 

し、生徒達も地城へ出て行く機会 

を増やさなくてはならないと器 

えています。V
本校の吹奏楽部 

が、公民館、児童始、小学校へ出 

かけ、要望に応じた編成で演奏披 

膚を行うプロジェクトを始めま 

した。关術部も冬休みに児童舘な 

どに出かけ、紙坟居やお絵かき救 

室、匚作教室を朋こうと沙備をす 

すめています“ V
また、卩丁ハ" 

ハお茶を飲力に來てドよい“乎— 

く
生衍の・州の崔"
刑见厂い,
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環境部会一布ぞうり作りー

文化部会 ー公民館まつり前日祭-

おいしいおそばも大好評!ステキにできました!

今年の公民館まつり前日祭の底喰川ウォーク、天候はほリ空で始まり 
ました。少しマンネリ化の倾向があると存う在見もあり、上里ポンブ場 
の見学を初めてコースに組み込みました。150名近くの参加者のうち約 
7割程の人が、市臓員の喊下さんの案内でポンブ場内を3階まで見学し 
ました。また、妝歩ガイドには簡単しなクイズを入れてみました。 
それから今年はウォークが今までとは逆回りになり、公民館の前を素通〇りして川の対岸を歩いて西柵井乾徳橋を渡「へく.三三-三 りゴールに到着となる道順になりました。: 
莉いてからは抽選会と手作りそばで大いに！ 盛り上がり、楽しいウォークになったと思| 
いました。反省点としては行列が長く伸び( 過ぎになったところです。来年も盛大に実| 
行したいと思います。

坪井大典さん(チェロ)
6歳から始めたチェロで、第60回県音楽コンク 

ール弦楽部門知事賞、「’07・越のルビー音楽祭 若 
い芽コンサート」出演など、演奏家としての活躍 
はすでにめざましい。世界的チェリスト、ヨーヨ 
ーマに魅せられて、今後は海外での勉強も始める 
とのこと。家庭では母(ピアノ)、弟(バイオリン) 
と共に「あそぶ」こともあるとカ、。曲目の紹介や 
落ち着いた話しぶりにも豊かな才能を感じます。 
県立藤島高校3年。 乾徳3在住。

に検討していきたいと思います。

龍曲鏈錠 
・而

10月1日 公民館でぱれっとサークル主催の 
コンサートがありました。

鸯
日新小学校の南側、上里地区の南西部に位置し、ゲンキーとくすり のアオキという2つのお店があるため、比較的人の行き来が多い地域 

です。新里自治会は、昭和48年頃に、当時の上里町内会の戸数の急激 
な増加に伴い、新しく新里町内会として独立しました。当時は西藤島 
町内建合会に加入していましたが、昭和51年の日新小学校設立によつ 
て日新地区となりました。
自治会としては年始に総会や婦人部の新年会などが行われています 

また、文里連合会に所属しており、地区体育大会や文里夏祭りなどに 
も稍極的に参加しています。今年の秋祭りでは神輿の巡行などもあり、 
普段は静かな町内も、この日ばかりは太鼓の音や神輿のかけ声で賑や 
かになりました。そんなわが自治会ですが、発足当初は少なかった世 
帯数も最近40世帯を超えるようになりました。
ここ数年は若い世帯が増えつつあり、 
これからが楽しみな状況です。
そういう私も、35歳と自治会長の中 

では若い方なので、これからの自治会 
活動を盛り上げていけたらなと思って 
おります。自治会長林健二

中村直子さん(ピアノ)
ソプラノの川崎さんとはご近所 

同士の縁で曲の伴奏をするなど仲 
良しです。自宅で「ヴィヴァーチ 
エ・ピアノ教室」を主宰。
武蔵野音楽大学器楽科ピアノ専攻 
卒業。全日本ピアノ指導者協会

(FTNA )会員。
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① 姻するバス伊あ成ら 
導灶烈らず旭かけたい

0頰するバス伊松たら
壯か但回酬!える

由天黒、㈱湫例讹 
步预株い賑もがある

由俎するバスが加たら 
ー是耗稀用したいー

コミュニティバスについて、住民からのアンケートでは平成22年度 
には全戸配布にて313人より回答を頂いた。23年は敬老会出席者181 
人から高齢者ならではの貴重なご意見を、挙手で答えて頂きました。 
アンケート結果については今後の活動に生かしていきたいと思います。
[コミュニティバスアンケート結果(対象人員75歳以上181人)】
11311I睥ほ助腳 2 8砒尽興す訓ス
か翁降
¢!大辛の継
勘近く衝か肋歸
ゆ瞰⑶圳坏
〇白扒!驟虬たい
〇險8耻氷
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わがまち舍楽家特集ファミリー 
素晴らしい3

環境部会では、エコへの取組みを進めてますが、昨年に引き続き今年 
もリサイクルを考えようと「布ぞうりの作製体験」を行いました。
今年は、昨年の経験を生かして、事前準備としてぞうりのできるまで 

の過程を見本とした教材を作成、理解の得やすいようにと心がけまし 
た。講師に、昨年の体験者である、当地区の水上淑江さん・稻木キョ子 
さん・高橋定信さん、そして応援に駆けつけていただいた西川光雄さ 
ん・阪井喜多子さんの協力を得て実施しました。
参加者は3 2名で、約3時間真剣そのもの、出来映えはかなりのもの。

「来年も是非続けてほしい」「もっと回数を増やしてほしい」の要望や 
今回だけで終えるのは惜しいなどの声が多く出されました。部会では、

うした声を大切にすることから、今後さらに充実した企画となるよう

川崎美砂子さん(ソプラノ)
仁愛女子高校音楽科・仁愛女子短大音楽学科講師の他、夫君の川 
崎隆夫氏が代表をしている「ふくいEオペラプロデュース」に所 
属し、「フィガロの結婚」や「泣いた赤おに」の公演に参加。また 
11月には女性四重唱「シャン・ジレ・ルージュ」のメンバーとし 
てあわら市民音楽祭に特別出演するなど多彩な活動をされていま 
す。日新小近くの新居へは20年3月からの入居ですが、ご近所と 
の交流も楽しく、県外へ出かけても「早く文京5 丁目へ帰りた〜い」 
と思うほど。ふたりのお子さんも音楽大好きの音楽一家です。


